
栃木県の基礎調査の経緯と今後の予定

※年度は開始時期を示す（予算ベース）

栃木県県土整備部砂防水資源課

令和３(2021)年５月26日
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１巡目指定箇所
調査対象箇所：土砂災害危険箇所のみ

・区域調書を更新

・結果を市町へ通知

・結果を市町長へ通知

・結果公表

・住民説明会

・市町長へ意見照会

・区域指定・告示

・箇所絞込み（現地調査）

絞込みの要素

①対象地の地形

②対策施設の有無

③保全対象の有無

④集落、道路からの距離

⑤開発可能地の存在

・砂防基盤図作成

Ｈ２６：特別警戒区域の指定完了（5,994箇所）

・砂防基盤図修正

・既指定区域の再調査

・基礎調査開始

（区域設定及び再設定）

Ｈ２４：警戒区域の指定完了（6,685箇所）

Ｈ１７：土砂災害警戒区域の指定開始

Ｈ１５：基礎調査の開始 (～H23)

Ｈ１４：砂防基盤図の作成開始

１巡目完

6,685箇所

6,261箇所
424箇所

区域変更無

区域変更有

H28当初、補正で発注

・箇所絞込み

（既存の砂防基盤図を利用）

約8,000箇所

H28補正で発注H28当初、H28補正、H29当初で発注

既存の砂防基盤図有 既存の砂防基盤図無

約2,000箇所 約6,000箇所

公示単位の検討（結合）

約3,200箇所

2巡目基礎調査推定値
全体で約3,600箇所

２巡目完了

２巡目開始

・地区単位で順次実施

H29～発注

H27当初
H27補正で発

【土砂災害防止法】

基礎調査についてはおおむね5年ごとに、土砂災害の恐れが
ある土地の地形や利用状況等の調査を行うこととされている。

【1巡目調査の課題】
・土砂災害危険箇所は1/25,000地形図（紙ベース）にて抽出。
→地図のデジタル化が進んでいることから対象箇所抽出の精
度向上が可能となっている。

・1巡目基礎調査開始から10年以上が経過し、土地利用の変
化が生じている。

基礎調査及び

区域指定完了目標

令和3年度

新規候補箇所の抽出（H26.4～H27.3）
（1/10,000基盤地図（電子地図）を使用）

資料８


